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緑膿菌型別用ファージの基礎的研究

-増殖用菌株の溶原性とファージ抵抗性変異株のファージ感受性-

林　　　　　敏　明

長崎大学熱帯医学研究所病原細菌学部門

Fundamental Studies on the Bacteriophages for Typing Pseudomonas aeruginosa and Their

Propagating Strains

Toshiaki HAYASHI(Department of Bacteriology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki

University)

Abstract: Using the bacteriophages and their propagating strains shown in Table 1,

lysogenicities of the strains, sensitivities of the strains to the phages and sensitivities of

phage resistant mutants to the phages were tested to clarify specificities of the phages.

Growth inhibition of the strains with low reproducibilities were observed by spotting the

culture filtrates of the strains (Table 2). Applying plaque assay method, lysogenicities

were found in 20 combinations (Table 3). Differences between two methods may be

caused by different induction rates by the time and also by pyocine activities when undi-
luted filtrates were spotted. From these results, it can be said that there is no misreading

caused by lysogenic phages in the stocks of typing phages when 1-3•~106 PFU/ml solu-

tions were applied. In addition, frequent host-induced modifications were observed

amonglysogenic phages originated from the same culture filtrate grown on different hosts

(Table 4). Sensitivities of the propagating strains to typing phages were shown in Tables

5 and 6. The same host range between the two phages was not seen in each method except

between phages 44 and 1214 in the method of spotting 109 PFU/ml. This result shows

specificity of each phage, and possibility to select two out of four non-lysogenic strains
for propagating 12 phages. Forty-nine kinds of phage resistant mutants were isolated from

11 strains except GN3405, and a total of 410 mutants were tested for sensitivity to

the phages (Table 7-13). Thirteen cases gained the sensitivity to originally insensitive phages
and 16 cases lost the sensitivities to all phages in almost all strains. Six kinds of phage

119X resistant mutants originally not sensitive to phage 21 retained the sensitivities to the

other phages and two kinds lost also sensitivity to phage 21, but there was no phage 21
resistant mutant isolated. This result indicates that phage 119X is specific to the other

phages but there is some relation between phages 119X and 21. Table 14 summarised

cross-resistances between two kinds of phage resistant mutants. Cross-resistance was
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always observed between phages 7 and 352, 7 and M4, M4 and E79, 1214 and M4, E79

and M4, and M4 and C11, whereas no cross-resistances were found between 7 and 1214

or F8, 352 and 44, 1214, F8, E79 or C11, F8 and M4, 21 and C188, 119X and eight

kinds of phages. Finally, the similarity indexes of the lytic spectra of two phages on 410

mutants show the correlation between phages 7 and 352, 44 and 1214, F8 and E79 which

support the typing method of Sakamoto et al. (1977) and between 44 and F8, 44 and

E79, 1214 and E79, M4 and C11 (Table 15).
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緒　　　　　言

緑膿菌の型別法としてほ血清型別法,ファージ型

別法,プロファージ型別法, 2種のピオシソ型別

法,化学的型別法があることは, Sakamoto et at･

(1975)がそれぞれにつき文献を掲げて述べている

通りである･一方これとほ別に本間(1975)が血清

型別法,内藤(1975)がファージ型別法とピオシソ

型別法についての概説を行っている･これらのうち

血清型別法のみほHomma et al. (1971)によって

完成されたものである･

ピオシソ塑別法のうち,特定の指示菌セットに対

するバクテリオシソ原性を利用した型別法に関して

ほ,当部門の内藤およびその関係者が基礎的検討と

型別,さらにほ血清型別との併用を行ってきた.

その経過に関してほ最近の成果を発表した仲宗根

(1980)がその緒言でふれている.

一方ファージ型別法に関し､は上記Sakamoto et

αi･ (1975)が引用した以降の進展ほみられていな

いといえる･わが国におい､ほ,それまでにこの方

面の研究報告はなく,東京大学医科学研究所本間遜

教授のもとでDr. Sjoberg　より入手の型別用ファ

ージとそれぞれの増殖用菌株が保存されていた･こ

れが醸酵研究所飯島貞二所長のもとへ移管され,他

由来の2種を加えた21種のファー､)を用いて検討が

加えられた(Sakamoto et al., 1975).それでほ

707株に対する各ファージの感受性試験結果よ　り得

た　similarity indexを基礎に,作用域の狭い4種

を除外した17ファージを3, 3, 3, 2, 2, 2,

1, 1種の8群にわけ, I-Ⅲ群による型別(A-

H型)と各型をⅣIⅧ群により32亜型に分ける方法

を提唱している.また指示菌9株を用いたプロファ

ージ型別法に対する言及もある.さらに民らほ手技

の簡易さからファージ型別法について検討を進め,

上記Ⅰ -Ⅲ群を2種ずつに減じての型別, Ⅴ群とⅥ

群より1種を残しⅦ群を加えた3ファージによる亜

壁,残るⅣ群のうちの1種とⅧ群(1種)に新規分

離の1ファージを加えた3種によるSuffixを利用

した型別コードを提唱するに至った(Sakamoto et

a/., 1977).

当部門においてほピオシソ型と対比させ､のファ

ージ型の検討を企画して,上記12種の型別用ファー

ジとそれぞれの増殖用菌株の分与を受けたのである

が,型別への利用に先立って一部基礎的検討を進め

つつある･本論文においては,増殖用菌株の溶原性

試験の結果と増殖用菌株由来のファージ抵抗性変異

株の各ファージに対する感受性試験成績について記

述する林

材料と　方法

菌株とファージ

本研究に使用したファージと各ファージに対応す

る増殖用菌株は表1に示した･緒言で述べたよう

に,これらの株ほ醸酵研究所飯島貞二所長の御好意

により分与されたものである.これらは, E79が

Hollowayの研究室, ¢S-5が醸酵研究所で分離され

たものであるのを除き,残る10ファージとその増殖

用菌株ほSjoberg &　Lindberg (1968)が使用し

ているものである(Sakamoto et al., 1977).

使用培地と緩衝食塩水

Sakamoto et al. (1975, 1977)の記載に従って,

ポリペプトン(大五栄養) ,酵母エキス(大五栄

義),塩化ナトリウムをそれぞれ1, 0･3, 0.2%の

割に精製水に溶解, pH7林2としたものを基礎とし
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Table 1. Strains used in this experiment

Propagating strain Phage

IFO No･　Symbol IFO No.　Symbol

L

I

13739

13740　　　　　　352

13741

13742

13743　　　　　　　F8

13744　　　　　　M88

13745　　　　　　M4

13746　　　　　　Oi1

13747　　　　　　　21

13748　　　　　C188

13749　　　　119X

13750　　　G N3405

20036

20037　　　　　　352

20038　　　　　　　44

20039　　　　1214

F8

20041　　　　E79

20042　　　　　　M4

20043　　　　　Cl1

20044　　　　　　21

C188

119X

20047　　　¢ S-5

IFO: The Institute for Fermentation, Osaka.

All strains were kindly supplied by IFO.

た-　液体培地(以下ブイヨソ)とし､使用する場合,

生野谷･本間(1968)の1a型保持のため,硝酸カ

リウムを).4%の割に加えた･固型培地および重層

用軟寒天ほ上記基礎培地に寒天末(和光)をそれぞ

れ1･5%, 0.8%加えたものを用いた･

ファージ原液の調製またほその希釈に用いた緩衝

食塩水ほ, Yamamoto and Naito (1965)と同じ

く, 1/15Mリソ酸緩衝液に塩化ナトリウムを0･1M,

硫酸マグネシウムを1mM　の割で添加したものであ

る･

ファージの増殖またはブラック算定

12種の型別用ファージほ表1で対応させた増殖用

菌株を用いて以下のようにして増殖を行った者　増殖

用菌株のブイヨン370C l夜培養を小試験管に0･1ml

宛分注,これにファージ原液よりの10進希釈液列の

o.25mlずつを加え, 370Cの温浴沖に5 -10分間置

普,ついで各試験管に2.5mlの軟寒天を加えて混

和,寒天平板上に重層した･ 37oC l夜培養後溶菌

状況を観察し, semiconfluent lysisを認めた平板

またはその1段階高濃度の希釈液を用いた平板を選

定,それぞれの軟寒天層をコソラージ棒で遠心管-

かきとり,緩衝食妃水3.5mlを加え､室温約1時間

置き,その3,000rpm, 20分遠心上清を1.45μのミ

リポアフィルターで滴過した林　これらのファージ原

液ほ5oCに保存した･

上記溶菌状況観察に際して,適当数のプラックを

認めた平板についてほブラック数を数え,分与を受

けたファージの力価を知った･新たに得たファー､)

原液についても上記に準じてブラック数算定を行っ
+._
/い_林

ファージ抵抗性変異株の分離

各増殖用歯株につき後出の表6を参考に感受性を

示すファー､)に対する抵抗性変異株の分離を以下の

方法で行った林その増殖用菌株に対して109PFU/ml

に相当するファージ希釈液(多くの場合原液の100

倍)およびその10進希釈液列の0･25mlを,該当す

る菌株のブイヨソ1夜培養の0林1mlと混じ　370C

5-10分後,軟寒天2.5mlとともに寒天平板に重

層, 37oCに培養した･ 1夜後完全溶菌を示ししか

もその中に集落形成を認めた寒天平板を選び,個々

の集落をそれぞれトリプトソイ寒天平板に分離培養

した･翌日分離塗抹の先端に近く孤立した1集落を

選び,寒天平板の4カ所に穿刺, 370C　4-6時間

培養後その上に親株の1夜ブイヨン培養0･1mlを教

案天2.5mlで重層した･ 370C l夜培養後,穿刺部

に発育した菌苔に一致し､の溶菌またほブラック形

成を認めた場合は溶原化株とし､これを除外,無変

化であったものに該当するトリプトソイ平板上の残

存集落を保存に移した･この際,それよりのブイヨ

ソ培養o･1mlを軟寒天で重層した平板上に該当ファ

ージの高濃度液を滴下して抵抗性獲得の確認も行っ

た.さらにNAC寒天にも移植し､,それへの発育

により緑膿菌であることを確認するとともに,産生

色素を記録した.

目的とする親株に対して完全溶菌が認められなか

った組合せについてほ,その組合せで増殖を行って

得た高力価のファー､)液を利用し､上記と同様に行

ー｢者ユ者者二.

以上によって分離不能の場合,武部(1972)の記

載を参考に,目的とする親株をIOOmcg/mlにN-

メチル者N′Iニトロ-N-ニトロ　ソグアニ､)ソを

含有する0.1Mクエン酸ソーダ緩衝液(pH6･0)で

30分処理したもののブイヨソ1夜培養液を用い､同

様に実施した林

ファージ液の滴下法

被験菌株を軟寒天で重層した多数の寒天平板l一

に,各ファー､)を一定濃域こ希釈したものまたほ特
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定ファージの10進希釈液列を滴下する場合は同時に

20試料を扱い得る多試料滴下装置を使用した林　本装

置はSakamoto et al. (1975, 1977)に記載されて

いるように醸酵研究所坂本博士の考案になるもの

で,同研究所の御厚意により当部門としても入手で

きたものである･なお本装置にツベルクリン用注射

針26Gを使用した場合の1滴は0林Olmlである･

実験と　結果

滴下法による増殖用菌株の清原性試験

増殖用菌株12株をブイヨソに37 -C 16-18時間培

義,その大部分の4,000叩m 20分遠心上清を0.45 μ

のミリポアフィルターで漉過して得た液につき試験

した.一方上記で少量残した各ブイヨン培養の0林1

mlを2.5mlの軟寒天で重層した寒天平板を作成,

それぞれの上に上記各溶液そのものをO.lmlのピペ

ットを用い､1滴ずつ滴下, 37-C l夜培養後滴下

部に一致し､の菌発育阻止またはプラック形成を観

察した･この交差試験は新たに調製した源液を用い

､4回行い,その全成績を表2に示した.

144組合せのうち第1回に26組,第2回17組,第

3回33組,第4回40組に菌発育阻止またはブラック

形成が認められたとの結果であって,その現象発現

は一定でない場合が多かった･これを何れかの指示

菌に対する現象発現とし､みると,菌株44と21の源

液では毎回, 1214, Cll, C188, GN3405の4源液

が3回, 7, M88, 119Xの3源液で2回, 352,

F8, M4の源液が1回となる･

ブラック法による増殖用菌株の清原性試験

前項と同様にして作製した増殖用菌株12株の源液

およびそれぞれの10進希釈液列の0.25mlを,交差

的に各増殖用菌株のブイヨソ培養O.lmlとともに

Table 2･ Lysogenicity among the propagating strains by spot method

Indicator

st rain

Culture filtrate

352 44　　1214　　F8　　M88　　M4　　Cl1　　21　C188　119X GN3405

7

352　二王

44　-+

1214　二王

F8

M88　二Ⅰ

M4　-+

Cll

21二王

188　_‡

9X　-+
-+

3405　Ⅰ

C

ll

GN

-+

-+

I-　　+-
++　　--

-+

++　　+者

++

++　　+-
++　　++

++　　+-　　+-
十+　　-+　　--

+-
++

--　　+-
-+　　--

+-　　+-
++　　者-

+- ++

-　　　--　　+-
+-　　-+　　++

+I

+-

-+
-+

+-

+-
-+

+-
+-

++　　-+
++　　++

十+

+-

+-
++

-+

-+　　　　　　　　　　　-+

-+　　+-
++　　-+　　--　　++　　-+

+-
+者

+-

+者

-+

++

+-
+-

+-

+-

+-
++

++

+-
+-

+-
+-

+-

+一

++

Checker-board experiments were repeated four times using newly prepared filtrates.

Results -ere arranged as ≡器毒; 監芸:Sand blanks -ean no reaction at all.

1

l
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37 0C　5 -10分保った後軟寒天2.5mlで寒天平板

紅重層, 1夜37 oCに培養後菌発育阻止を観察する

とともにプラック数を算定した.毎回新規に調製し

た埴液を用いて3回ずつ実施した結果を表3にまと

提)た･

144組合せのうち20組に溶原ファージが検出され,

表中に*印を付した4組でほ3回目にブラック形成

が認められなかった･これら4組を除く組㍍合せにつ

いて最高値と最低値の開きをみると3.7-0･5の間に

あり, 3･0以上が5組, 2.0-2.9が3組　1.9-1･0

が4組, 1.0以下が4絶となる･菌株44の塘液は自

己を除く11株中6株にブラック形成を示し､最も溶

菌域が広く, 5株に作用したGN3405の源液がこれ

に次ぎ, Cll, 21, C188の3埴液ほ2株に,　7,

1214の2滝液ほ1殊にブラックを形成し,残る352,

F8, M88, 119Xの4株にほ溶原性が認められな

かった.

清原ファージの作用域

表3に示した各組合せについて,それぞれ対応す

る菌株を指示菌とし､ブラックを純化後増殖を行

い,可及的に高力価のファージ液(3.2×107-2.6

×10uPFU/ml)を得た.これらのファージ液とそ

の10進希釈液列の1滴を,各増殖用菌株のブイヨソ

培養o. lmlを軟寒天で重層した寒天平板上に滴下,

1夜培養後溶菌像を観察記録した･滴下部に-敦し

て完全溶菌を示した最高希釈倍数を示したのが表4

である.

ファージAは滝液の場合と同じく菌株M4のみが

感受性を示した･ファージB-Gほいずれも源液44

に由来したブラックを,それぞれに感受性であった

6種の株で純化増殖したものがあるが,それらの宿

Table 3. Lysogenicity among the propagating strains by plaque count method

Indicator
Culture filtrate

strain　　?　352　　u m4　Fg M8g M4　cn　21　C188 119X GN3405

7

352

44

1214

F8

M88

!�";.;'n

3･3

6･4
C

≡:喜D45:三H

M4　喜:39A　　宝:喜E

Cll

21

C188

119X

G N3405

割:写F

-;il-

割:お*R

≡:喜p　　喜:87 s

3.8

発HI

T

1.5.件

芸:47K割.9*T
.2^喜:宴N

25:去M25:ヨo割:宇Q　　喜:三v

checker-boardexperimentswererepeatedthreetimesusingnewlypreparedfiltrates.

Numbersindicate關malmajtitersinlogi｡N/mlandblanksmeannoplaqueformation.

*:NoplaqueformationinExp･3林A者Varerelatedtothenexttable.
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Table 4. Host range of lysogenic phages among the propagating strains

Indicator Lysogenic phage

strain
A B C D E F G H K L M N O P R S T U V

7

352

44

1214

F8

M88

M4

Cl1

21

C188

119X

G N3405

*

2　　　　　2

*　　　*　　　*

4　　　　4

5　6　6

1　3　　7

4　4　3　4

2　　　　　2

2　　3　　4

3　　4

2　　　　3

2

2

*　　　*　　　*

4

3

6

3

*

5　6　　　　3　5

6　I　6

2　　　　*

*　　　*

5

4

4

5　　　　　　4

4　4　6　2　4

4

6

2　6

2
*　　　*

*　　　*

2　3　4　3　　　　3　3　　　　2　　　　5

*　　　#　　　H=　　　*　　　*

A者V were mentioned in Table 3 and RTD of these stocks propagated from each combination

were shown by Gothic number･　Number indicates RTD for each combination in　者IogioN

and * shows the immune relation between them.

主域は,菌株F8, M88がすべ､に感受性, 7, 44

が非感受性であったのを除いてほ,すべて異なって

おり,源液の場合非感受性であった352, Cll, C

188, GN3405に感受性を認める場合があった･フ

ァージHはその増殖用菌株M88のみでほなく21が感

受性を示した･ファージKはM4の滅液と同じく菌

株F8のみが感受性であった.ファー､)LとM, N

と0, PとQはそれぞれ源液Cll, 21, C188すこ由

来し感受性を示した各2種の株で増殖したものであ

るが, LとNは源液と同じ宿主域を示したが, M,

O, P,　の4ファージに対し､ほ増殖株のみが感

受性を示した･残るファー､i>R-Vは源液GN3405

由来で5株の感受性株で増殖したものであるが,宿

主域は,源液にほ感受性を示さなかったF 8を加え

た6株のうちそれぞれ3, 2, 3, 2, 2株が感受

性を示し,菌株M4ほ5ファージに感受性であった

ものの,他はすべて異なっていた林

増殖用菌株の型別用ファージに対する感受性試験

(滴下法)

分与を受けた12種の型別用ファージについてほ,

変異ファージの株化を避けるため,ブラック純化を

行わず直接対応する増殖用菌株上で増殖を行った.

その結果119Xが6･1×109PFU/mlであったほかほ

1林6×1010-5-1×10nPFU/mlのファージ原液を得,

これを以下の実験に使用した･これらの原液から調

製した106PFU/mlに相当する希釈液1滴を,各増

殖用菌株のブイヨソ培養o･1mlを軟寒天とともに重

層した寒天平板上に滴下, 1夜培養後の指示菌発育

阻止状況またほプラック形成を記録した.日を替え

て行った109 PFU/ml相当液の滴下実験成績と同時

に示したのが表5である･

高濃度ファージ液を滴下した結果でほ,菌株7と

M4ほ全ファージに感受性を示し, F8と119Xは

11種のファージに, 352, M88, Cll, 21は10種,

44と1214ほ6種　C188とGN3405は3種のファー

ジに感受性であった.しかしこれを多くのファージ

にとっ､ファージ型別時に使用する1 RTD液に相

当するとみなされる106PFU/ml液を滴下した場合

でみると,全ファージに感受性の株ほなく,菌株M

4が11種, F8は10種, Cllと119Xで9種, 352,

M88, 21の3株がそれぞれ8種, 7が6種, 44と

1214は4種, GN3405のみは変化なく3種　C188

は1種のファージに感受性となった.両成績の問で

最も差があったのは6種のファージへの感受性が認

められなくなった菌株7であって,既に指摘した

GN3405をも除外した10株でほ1ファージへの感受

性がみられなくなったF8, M4, Cllの3菌株を
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Table 5. Sensitivity of the propagating strains to typing phages by spot method

Typing phage

E 79　　M4 %十-I
/2

cl1　21　C188 119X

2/3　1/3　/2　2/3

3/3　/I　3/3

Indicator

strain

I

1

､■

1214　　F87　　　352

2/3　　2/2

3/　3/3

7

352

44

1214

F8　　/2

M88

M4

Cl1

21

3/3

3/3

1/3

3/3

/1

1/3

1/2

3/3

2/3

1/2

/3　/I　/I

3/3　3/3　2/3

3/3　3/3　/I

2/3　3/3　/2

1/　1/3　　3/3

1/3　1/3　3/3

3/3　3/3　　3/3

3/3　2/3　3/3

1/2　1/2　1/2

/I　3/3

2/3　　/I

/′- 1

2/3

3/3

3/3

3/3

3/3

1ri

2/3　　3/3

ノノ者` 1

3/3　　3/3

/I　3/3

C188

119X 1/3　3/3 1/3　/I　　　2/3　3/3　3/3

GN3405　　　　　　　　2/3　2/3

1/3　　　　1/3

2/3

1/2　1/3　1/3

1/2

3/3　/I 1/3

2/3　　　　1/3

3/3　　′1　2/3

/I 1/3

/2　　3/3

2/3

/1

/1

2/3

2/3

Results were obtained by spot血g 106/109 PFU per ml suspensions of each phage.

3 : con fluent lysis, 2 : semiconfluent lysis, 1 : plaques, blank : no reaction･

除き,残る7株は2種のファージ-の感受性の差で

害ESSコ

増殖用菌株の型別用ファージに対する感受性試験

(プラツク法)

各型別用ファージを109PFU/mlになるように希

釈した液を用い､,増殖用菌株12株すべ､に対する

平板効果を2回求軌高い方の値を一覧としたのが

表6である･

菌株M4と119Xは11種のファー､)に感受性を示

し, 10種のファージに感受性を示したのが7, 352,

M88の3株, 9種がF8とCllの2株　　　7,

5, 3, 2種がそれぞれ21, 44, 1214, GN3405,

c188の1株ずつであった･上記のうち各増殖用菌株

Table 6. Sensitivity of the propagating strains to typing phages by plaque courU method

Indicator

strain

Typing phage

M4　　Cl1　　21

7.8

8.o

8.5

8.7

5･3

9.3

7.7

7･9

9･1

7林0

9.9

c188　119X　¢S-5
者者+　　　　者者　　,　　　者者　　　者-　　　-　I　者者者一肝者者者者者

9.5

8･9　　3･5

8･6　　9.8

E79

7･5

7林4

7-3

8･1

9.5

9.3

9.3

9･5

6.1

1214

3.7･56

9林98･68

9.99.57

6･69林55

9･99.5

9.7

9林68.89

QQQzf�"y^林39
8林7.4

8352

9･　　7.6

9林4　　9林7

7

352

44

1214

F8

M88

M4者

Cl1

21

6･3

8.9　　6林9

8林1　　5･7

9.0　　　-1

8.2　　5･5

C188

119X　　).1　7･4　　2･9　　7･2

GN3405　　　　　　　　　林2　　8.5

4

2

7

o

6

4

1

6

0

9･9　　7.0

9林6

9･　　9.9

4･1　　3者1

9.6　　8林5

貰=叢

9林　　　9.7　　9.9

9･9

9.8

9.1　　　林5

9･4

9･7

9･7

4林　　　9.9　　･7

9.0

Number indicates higher titer in loglON/ml from two experiments･

Gothic number means the titer on propagating strain林
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について,対応ファージに対する平板効果に等しい

かまたはそれ以上の値を示したファージを列記する

と,菌株7に対するファージM4と119X,菌株352

対ファージ44; F8対44, M4, Cll, 119X;M88

対44, 1214, F8, 21, 119X; M4対44;Cll対44;

21対119X; 119X対Cll, 21であり,菌株1, 1214,

C188, GN3405でほ対応ファージのみが最高値を
示していた林

ファージ抵抗性変異株の型別用ファージ感受性試
験

材料と方法の項で述べたようにして分離できたフ

ァージ抵抗性変異株のブイヨソ1夜培養o.lmlを軟

寒天2.5mlとともに重層した寒天平板上に,型別用

ファ~ジの!09PFU/mlから104PFU/mlに至る10進

希釈液のそれぞれを滴下, 1夜培養後に溶菌斑を観

察した･以下表7-13においてほ107PFU/mlまた

ほより低濃度の液まで完全溶菌を示した場合を+,

108PFU/ml液まで完全溶菌を認めたものを±, 109

PFU/ml液のみで完全溶菌またほプラック形成を

認めた場合は無変化の場合と合せて-と整理した.

菌株7由来抵抗性変異株‥表7最上期こ示したよ

うに1 RTD液で完全溶菌を示す7, M4.119Xの

3種のファージに対しては抵抗性変異株が分離でき

た. 7/7ほ試験した10株がすべて同時にファージM4

と119Xに対しても抵抗性を示し,親株が非感受性

であったファージC188に対して感受性を示してい

た. 7/M4は分離できた10株のうち9株は同時にフ

ァージ7と119Xに対する感受性を失っており,う

Table 7. Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain 7

strainco?onvsensitivepatterncolony

+-+-I
/710-+-

8

/M4
1

+-
+

/119X　　　　　　4-　　　　+
､　　--者　　一者-一者者　I -　　者-者者　　者者-者　　者-　　者者-者者　　者者l ■　　者者-　　者-者　　-者　　-　　者-者者　　者､一　l ､者者者　　者ー▼ヽ

The a汀angement of typing phages is the same

asTables 5 and 6･ +: highlypositive, ±:

positive by high titer suspension･ Remarks are

also effective to Tables 8-13･

ち1株ほ7/7の場合と同様ファージC188に対する感

受性が発現していた林残る1株ほ弱いながらファー

ジ119Xに対する感受性のみを保持していた. 7/119

Ⅹは2株分離できたのみであったが,ともにファー

ジ7とM4に対する感受性に変化はなく, 7/7, 7/

M4とほ異なった傾向を示した･

菌株352由来抵抗性変異株‥表8に示したように

親株が強度感受性を示す8種の型別用ファージのう

ちC188の場合ほ完全溶菌平板中に集落発生がなく

抵抗性変異株は分離できなかった. 352/7のみが9

株同じ態度を示し,ファージC188への感受性のみ

を残し該当ファージのほか6種のファージにも抵抗

性となっていた･ 352/352ほ8株沖5株がファージ

1214とC188を除く5種のファージへも抵抗性とな

り,残る3株はそれぞれ4種, 2種, 1種のファー

ジへも抵抗性であった. 352/44では8株のうち4

株がファージ1214, F8, E79へも抵抗性他の2

株はさらにC188へも抵抗性となり,残る2株では

6種, 4種のフブージにも抵抗性を示した. 352/

Table 8林Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain 352

strain colonv Sensitive pattern

352

/7

/352

/44

/1214

ffl聖

/E79

/Cll

9

5

1

1

1

1

1

2

4

1

1

6

1

1

8

2

5

1

2

5

1

2

十　　　　　�"-+-+--

----一　　者　　十

+--
+

--++±+
+--

H一一一㍍

++-+-
++
++

+--
+_

ー　+

+　+
-　+

十

-　+　-

-　+　±

++----

==--_I

+±----
++-+--

++　　　　-
+±---
++-+-

+---I-
++----
++±---
++-+--

+　+

+　+

+　+

+　+

+　+

+　+

+　+

r

～

I
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1214では8株沖6株は352/44の4株と同じで,残

る2珠では1株はファ-ジ352へも,いま1株はさ

らにファージCllとC188へも抵抗性となっ､いた･

352/F8は10株中8株が同時にファージ44とE79へ

も抵抗性となり, 1株ほ1214へも,他の1株はさら

に352へも抵抗性を示した. 352/E79の8株沖5株

ほ352/44と352/1214で大勢を占めたバターンと同

一で, 2株はファージ44, 1214, F8, Cll,C188

へも抵抗性, 1株は44とF8へも抵抗性となってい

た･ 352/Cllでは該当ファージを除き, 10株中5株

がファ林-ジ7と352を除く5ファージへも抵抗性,

2株ほ7を除く6ファージ-も抵抗性,別の2株が

プァ【-ジ7,352,1214を除く,残る1株はファージ

7, 352, 44を除く,いずれも4ファージへも抵抗

性となっていた林

Table 9. Sensitivity of phage resistant mutant
isolated from Strain 44, 1214 and F8

Sensitive pattern

-1十-]　　　　I　十-

Strain
No. of
colony

44

AM

/1214

/119X

1

1

�")

6

1

7

1

9

1214

/1214

I+
-+

+-
++

+　　-

十　I

+　+

+　-

�"-+�"　±--±---

3

7　　　　　　　　　　　　　　±

/E79　　10

F8　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　�"-+-

/44　　　　　　　　++一者者-++　+-

/1214

/F8

/E79

/M4

/Cll

/119X

2

1

2

10

10

10

10

10

-I--+±　+-
++--　　　　　　　+-

-+　　　　ア+ア　+-

++十+++
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菌株44由来抵抗性変異株:表9上段のように親株

はファ-ジ44, 1214, 21, 119Xの4種に強度感受

性であったが, 44/21の分離は不成功に終った･ 44/

44ほ他の3ファージに感受性を残すものが10株中6

株と主流を占め, 2株はファージ119Xにも, 1株

はさらにファージ1214にも,残る1株は全ファ-㌔

に抵抗性であった･ 44/1214では8株沖7株がファ

ージ44と119Xにも抵抗性となり, 1株は完全抵抗

性となっ､いた. 44/119Xは10株沖9株がファージ

21にも, 1株はさらにファージ1214にも抵抗性を示

I ;;^.

菌株1214由来抵抗性変異株:表9中段にあるよう

にこの場合もファージ21では完全溶菌平板上に集落

を認めないか,認めた場合もすべ､溶原化菌で目的

株の分離にほ成功しなかった. 1214/E79ほ10株揃

って完全抵抗性となり, 1214/1214でも3株にその

傾向があったが, 7株ほ該当プァ(ジとともにE79

にも抵抗性となり,ファー､)21感受性を残してい､た･

菌株F8由来抵抗性変異株:表9下段に示したよ

うに親株が強度に感受性を示す7種のファー､)-に抵

抗性の株が各組合せで分離できた･試験したそれぞ

れ10株が揃っ､完全抵抗性となっていたのほ, F8/

E79, F8/M4, F8/Cllであって, F8/1214沖の4

疎も同じ傾向を示したが,うち2株はファ-ジ7,

352, C188への抵抗性を失っていた･ F8/119Xは

揃って該当ファージのみに抵抗性となった･ 5株分

離でき揃って同一傾向を示したF8/44は,ファージ

1214, F8, E79, 119Xにも抵抗性となる一方,

ファージ7, 352, C188への抵抗性を失っ､いた･

F8/1214の残る1株ではファージ44, F8, E79,

119Xにも抵抗性となる-力　C188への抵抗性が消

失し､いた･ 10株均一のF8/F8ほファージ44,

1214, 119Xへも抵抗性となる一方,ファージ7,

352, C188への抵抗性を失っていた･

菌株M88由来抵抗性変異株:表10にあるように

7種のファージ.に感受性を示した親株から,溶原化

株が多く目的株の分離ができなかったM88/21を除

く, 6種のファージに対する抵抗性変異株を得た林

M88/7は3株すべ､がファージ44とF8へも抵抗

性であった. 10抹試験できたM88/44でほ3株がフ

ァージ7, F8, E79へも,他は表の順に2株ずつ

がファージ7, F8, E79,21,ファージ7, F8,

21,ファージF8, E79へも, 1株がファージ7,
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Table lO林Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain M88

strainN
c｡誌sensitivepattern

M88

/7

/44

/1214

/F8

/E79

/119X

3

2

2

3

2

1

1

�"7

2

1

1

1

5

4

10

-l　-　　　.　I I

-　-+-ア

ー　ー+--
-　-+-±
-　-+--
±　-+--
-　-+-±

+H
++

++
ア　ー+-ア

++-　-
++----
++-一--

+±

+　±

-++
-++
+++
+++
+++

者　+

+±-
+　±

++十

+　　_

二　十
+　　+

I 8へも抵抗性を示すと多岐にわたり,全株がファ

ージC188に対する抵抗性を失っていた林M88/1214

ほ3株中2株がファージ44, F8, E79, 21へも,

1株はさらにファージ119Xへも抵抗性で, 3株と

もファージ352への抵抗性が消失していた･ M88/F

8の場合, 4株中2株はファージ7, 44, 1214, E

79, 119Xへも抵抗性となる一方,ファージC188

への抵抗性を失い, 1株ほファージ44, 1214, E79

へも抵抗性となる反面,ファージ352への抵抗性を

消失,残る1株でほファージ44へも抵抗性となっ

て,ファージC188への抵抗性を失っていた･ M88/

E79は10株中5株がファージ44, 1214, F8, 21へ

も, 4株は前者のうちファージ21を除く3種へも,

1株ほファージ44, 1214, F8, 119Xへも抵抗性

となる一方,すべてファージ352への抵抗性を消失

していた林残るM88/119Xでは10株揃ってファージ

21へも抵抗性となった反面,ファージ352への抵抗

性が減弱していた林

菌株M4由来抵抗性変異株:表11に示したよう

に親株は8種のファージに感受性を示したが,溶原

化株の検出が多くてファージ7抵抗株は分離できな

かった林M4/44とM4/1214の全株, M4/F8の2株,

M4/E79の9株, M4/M4の全株, M4/Cllの8株

は完全抵抗性となり, M4/119Xほ該当ファージに

Table ll. Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain M4

strainN
c｡訟sensitivepattern

M4

/44

/1214

/F8

/E79

/M4

/Cll

/119X

10

4

9

3

1

1

2

1

9

1

10

8

1

1

10

+--　　　　　　　　　　±-

-　　　　　　　+一　　　者

+　　　　　-+-
+　----+±
+　-　　　I±　　+
+　-+---十±　　二

+

+　-

-　+++++-

+　+十

のみ抵抗性となっていた.残る株について感受性を

残したファージとして記載すると,多様性を示した

M4/F8は3株がファージM4, 1株がファージ7と

M4, 1株がファー′ジ7,M4, Cll, 2株ほファ

ージ7, M4, Cll, 119X, 1株がファージ7,

44, M4, Cll, M4/E79とM4/Cllの1株ほファ

-ジ7, M4/Cllの残る1株ほファージ性4, 1214,

F8, E79, M4であった.

菌株Cll由来抵抗性変異株:表12上段のように

親株が強度に感受性を示す6種のファージに抵抗性

の株が各組合せで分離できた. Cll/44の8株,

Cll/1214とCll/F8の全株, Cll/E79の8株,

Cll/Cllの7株は全ファージに抵抗性となり,

Cll/119Xのみは揃って目的ファージのみに抵抗性

となっていた･残る株ではCll/44の1株がファー

ジCllと119Xにも,同1株ほ目的ファージのみに,

Cll/E79の1株ほファージ44, 1214, F8, Cll

にも, Cll/Cllの1株がファージ44, F8, E79,

119Xにも,同1株ほファージF8, 119Xにも抵抗

性となっていた林

菌株21由来抵抗性変異株:表12下段のように高頻

度の溶原化菌に混じて分離できた21/21は3株とも

ファージ119Xにも抵抗性であり, 21/119Xほすべ

てファージ21への感受性は保っていた･

I

i

:コ
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Table 12. Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain Cll and 21

No･ of
colony

Strain

Cll

¥¥

/1214

/F8

/E79

/Cll

/119X

SI

1

1

10

10

x

1

7

1

1

10

Sensitive pattern

十

-+±±　-
-+i+　±

-+--　　-

±+-+　-

++++　+

+

+

21　　　　　　　　　　　I-------+-+�"

/21

/119X 10

Table 13･ Sensitivity of phage resistant mutant

isolated from Strain C188 and l19X

Q..No.stramcolo･0sensitivepatternny

-者-+±-一

者±

±-
+-

--+-

+　-
1--+　±
__者+　　+

C188

/21

/C188

119X

/7

/E79

/Cll

/119X

3

3

4

1

1

7

1

1

3

4

3

1

7

2

+

+

±

---±　+

+

+　　+

-++
-++
±+十

菌株C188由来抵抗性変異株:表13上段に示すよ

うにC188/21も溶原化株が多く分離率ほ低かった

が3株すべて該当ファージのみに抵抗性であり,

C188/C188でほ該当ファージのみに抵抗性となっ

たのが7株,完全抵抗性を示したのが3株であっ

た.

菌株119Ⅹ由来抵抗性変異株:蓑13下段のように

親株が感受性を示した5種のファージのうちファー

ジM4抵抗性株の分離ほ不成功に終った. 119X/7

では9株中8株がファージE79, M4, Cllにも,

1株ではさらにファージ119Xにも抵抗性となった

一方,ファージ21-の抵抗性を失っていた. 119X/

E79は5株沖3株が前記8株群と同じ傾向を示し,

1株は全ファージに抵抗性,残る1株はファージ21

への感受性化を除き3株群と同様であった林119X/

Cllほいずれもファージ7, E79, M4へも抵抗性

となり, 7株のうち3株ではファージ21への抵抗性

を失っていた･ 119X/119Xでほ10株沖7株がファ

ージE79にも, 2株は該当ファー､)のみに, 1株は

ファージ7とE79にも抵抗性を示していた･

菌株GN3405由来抵抗性変異株:本菌株について

は表5, 6をみるとファージ44, 1214, ¢SI5に

感受性を示したが,ファー､)44と1214でほ高濃度で

も不鮮明な溶菌斑を示し,ファージ¢S-5では溶

原化株のみが検出されて,目的とした抵抗性変異株

ほ分離できなかった･

考　　　　　察

増殖用菌株間にみられた清原性

培養潅液を直浸南下した表2の成績では, 144組

合せについて4回の成績を示し､いるが,その現象

発現ほ一定とはいえず, 65組合せでほ少なくとも1

回ほ滴下部に一致した菌発育阻止またほブラック形

成を認めた.このうち毎回, 3回, 2回陽性であっ

たのほそれぞれ4組, 9組, 21組の計34組で,残る

31染ま1回Iのみ陽性であった･これとほ異なってし

かも毎回新たに作製した滅液につい､プラック数算

定を行った表3の成績をみると, 20組が示され､お

り,うち4組ではそれぞれ1回プラックが検出され

なかった林　滴下法で毎回陽性の4組はそれぞれ表3

のC, D, E, Nにあたり, 3回腸性の9組ではう

ち6蛆が表3のF, G, H, L, O, Vに相当し､

いたが,残る3組はブラック発現がなく,また表3

のP, S, T, Uの4組とA, B, K, M, Q, R

の6組はそれぞれ滴下法で2回, 1回となっ､い
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た.このような滴下法とブラック法との間にみられ

た差異ほ,プラック法各組3回の値にみられる差で

も明らかなように,溶原ファージ放出そのものの不

安定性もー困でほあるが,培養溶液原液を用いた滴

下法でほピオシソ活性の発現も考えられる林　この点

に関してほ今回は特に確認は行っていない･

本研究では,溶原ファージが作用した増殖用菌株

の該当型別用ファージ抵抗性変異株を利用するなど

の方法により,型別用ファージ原液中に含まれる溶

原ファージの確認を行うにほ至らなかった.そこで

表3に示した培養溶液中の最高ファージ数(io7-7

PFU/ml)を適用してみると,型別用ファージの

力価が10io-iip FU/mlに達していれば,型別に用

いる1-3×106PFU/mlに相当するファージ液

中の溶原ファージほ型別結果に影響しないと考えら

れる.しかし常法で非感受性であった菌株への使用

が提案されている1-3 ×109PFU/ml液の場合

にはその影響ほ考慮に入れておくべきである林　この

際特にファージ44と¢S者5に混在し得る溶原ファ

ージほ今回の成績からみて作用域が広いものであっ

た.

溶原ファージをそれぞれに感受性を示した個々の

菌株で増殖させたファージ液の作用域を示した表4

の成療ま,型別用ファージに混在する溶原ファージ

を考えるうえにほ利用できない林　本実験は高力価の

溶原ファージを用いてその作用域を参考までに知る

目的で行ったのであるが,予期こ反して培養液液と

対比させての作用域拡大は少なく,それがあったと

みられたのほB, Dの2ファージのみであった･溶

原株が同等に複数ファージを放出しているか否かの

試験ほ行っていないが,異なった菌株で分離･増殖

を行った同一培養溶液由来のファージの問でほ,同

じ宿主域ま全く認められなかった･この所見ほ緑膿

菌溶原ファージほ宿主依存性変異を起し易いことを

示したものともみられ,溶原ファージに関する研究

に配慮を要する点である.

型別用ファージの増殖用菌株への作用域

表5の高力価液滴下の場合とプラック法との間に

ほ,前者のみ陽性が12組,後者でのみ陽性が3組あ

って,溶原ファージが関与し得るのほ前記12組のう

ちファージC188対菌株M88の部分のみであって,

残る14組についてほ本研究の範囲では説明不能であ

った･各試験法で得た成域によって各ファージの作

用域を比較すると,高力価液滴下とブラック法で44

と1214が同じパター､/を示したのみで,これを除く

10ファージほそれぞれ異なっていた･ Sakamoto et

αJ･ (1977)提唱の方法ほ7と352, 44と1214, F8

とE79はそれぞれ対とし､利用されているので, 44

と1214が同一パター､/を示したのほ当然といえ,こ

れを含め11種のパターンがみられたことほ使用ファ

ー､)個々の独立性を示したものといえる･

同じ成績を増殖用菌株の感受性域としてみると,

高力価液滴下時の菌株7とM4が感受性度まで含め

ると差はあるものの同一パターンを示したほかは,

各菌株の感受性域に差があった･表6で増殖用菌株

が感受性を示したファージ数ほC188の2, GN3405

の3, 1214の5を除桝ま7以上となっているので,

表3において溶原性を認めなかった352, F8, M

3, 119Xの4株で増殖させた各ファージの作用域

を検討し,うち2株を増殖用菌株として残すのは今

後の課題と考えられる･

ファージ抵抗性変異株のファージ感受性

表7 -13の対照欄に示したようにGN3405株を除

く11株が感受性を示したファージ数ほ延べ55であっ

たが, 352/C188, 44/21, 1214/21, M88/21, M4/

7, 119X/M4を除く49種のファージ抵抗性変異株が

分離できた･多数の株が分離できた場合は任意の10

樵, 10株までほ全株を供試し計410株の成績が得ら

れた･菌株7, F8, M88,119Xよりの13種81株に

みられた感受性の出現または増強を含めて,同一種

全株が均一の感受性を示したのが22種179株, 2様

のパターンを示したのが7種, 3様:14種, 4様:

4種, 5様と6様それぞれ1種と複雑な場合が多か

った･同一種の全株が型別用ファージのすべてに抵

抗性となったのほ1214/E79, F8/E79, F8/M4,

F8/Cll, M4/44, M4/1214 (全4株), M4/M4,

Cll/1214, Cll/F8, 21/21 (全3株)の10種87株

で,大多数の株が完全抵抗性を示したのほ7/M4

(10株中8株) , M4/E79 (9 :10) , M4/Cll

(8 :10), Cll/44(8 :10), Cll/E79(8 :

9), Cll/Cll(7:9)の6種48株,一部の株

が全く非感受性となったのほ44/44 (1 :10) , 44

/1214 (1 : 8) , 1214/1214 (3 :10) , F8/1214

(2 : 5), M4/F8(2 :10), C188/C188(3:

I

>
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10) , 119X/E79 (1 : 5)の7種13株であった林

完全抵抗性化株ほ計148株で被験株の36. 1%を占め,

各ファージ抵抗性変異株の傾向とし､みると, 49種

のうち16種(32.6%)でほあるファージ-の抵抗性

化は完全非感受性化をもたらしたといえる･一方目

的としたファージへの抵抗のみを獲得したのは7/

119X (全2株) , 44/44 (6 :10) , F8/119X,

M4/119X, Cll/44 (1 :10) , Cll/119X, 21/

119X, C188/21 (全3株) , C188/C188(7:10),

119X/119X (2 :10)の10種61株であった･これ

らのうちファージ119X抵抗株ほすべてファージ21

に感受性を示さなかった親株由来であり,上記のほ

かに試験した44/119XとM88/119Xの10株ずつでほ

それぞれ9株と10株で同時にファージ21に対する抵

抗性を獲得し､いた･そこでファージ119Xは他の

ファージとほ異なっており,ファージ21とは関連性

があると考えられる･

表7-13の成績から同一親株由来の各ファ-ジ抵

抗性変異抹の2種につい､,抵抗性化の目的とした

2ファージに対する成績を多数株の示した態度で判

定しつつ,その間に交差抵抗性が認められたファー

ジの組合せとし､列記すると,表7でほファージ7

とM4,表8で7と352,44と1214, F8, E79の各

組合せ, 1214とE79, F8とE79,表9中段の場合

1214とE79,同表下段では44と1214, F8, E79の
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3性1214とF8, E79, M4, Cllの4組, E79と

M4, Cllの2性M4とCll,表10で7と紙44

とF8, E79の2蛆1214とF8, E79の2性　F

8とE79,蓑11の場合44と1214, F8,E79, M4,

cllの5組, 1214とF8, E79, M4, Cllの4軌

F8とE79, Cllの2組, E79とM4, Cllの2私

M4とCllとなり,表12の44, 1214, F8, E79,

cllと表13の7, E79, Cllではそれぞれ完全な交

差抵抗性を示していた･これらの組合せのうちには

親株を異にして同じ組合せのファージに対する交差

抵抗性があるので, 2種のファー､)間の交差抵抗性

の有無に分け､まとめたのが表14である･これによ

るとファ薫)7と352, 7とM4, 44とF8, 44と

E79, 1214とE79, 1214とM4, E79とM4, M4

とCllの8組では常に交差抵抗性が成立し､おり,

互い､に近縁ではないかとみられた･一方7と1214,

7とF8, 352と44, 1214, F8, E79, Cllの5

ファージ, F8とM4, 21とC188, 119Xと8種の

ファー､)の17組では全く交差抵抗性を認めず,互い

に相関性のうすいファージとみられた･残る11組の

ぅち44と1214, 1214とF8, 1214とCll, F8とE

79, E79とCllの5組でほ交差抵抗性を認めた場合

が多く,さらに残る7と44, 7とCH,44とM4,

44とCll, F8とCllの5組でほ何れとも決め得な

かった.

Table 14. Number ofthe combination showing cross者-resistance between two kinds of

phage resistant mutants

Pnage
352　　　　　　　　　　　F8　　E79

7

352

44

1214

F8

E79

M4

Cl1

21

Phage

M4 cl1　21　C188　119X　¢S…5

1:0　1:1　0:2　):2　　:　1:0　1:1

o:　　o:1　:1　　0:1　　　　　　0:1

4:2　　　5:0　　　5:0　　:1　　2:2

4:1　　　　　　　2:(　　:1

4:1　　0:2　　　2:2

4:1

2:0

0:3

0:5

n:o

O:4

0:o

O:3

0:4

0:1　　):1

Figures indicate the number of positive : negative cross-resistance from the results shown

in Tables 7-13･

Judgementto positive or negative in a kind of mutant was made by a majority of the

results.
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Table 15. Similarity index between phages

Pnage
Pnage

M4352　　44　　1214　　F8　　E79 Cll 21　C188　119X　¢S-5

7

352

44

1214

F8

E79

M4

Cl1

21

C188

119X

67 15

9

20

it!

54

15

9

74

47

23

16

57

50

69

31

12

24

16

26

37

48

33

27

27

30

38

51

5

4

0

i2

0

4

0

0

31

33

1

17

2

12

12

26

6

Ill

10

0

16

1

7

2

2

37

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Similarity index (%} (Bergan, 1972a, b) are obtained by the results shown in Tables
7-13･

同じく表7 -13の成績を延べ410株の型別結果と

してBergan (1972 a, b)またはSakamoto et al.

(1975)と同様にしてsimilarity indexを求めたの

が表15である･これはファージ抵抗性変異株のみを

用いているので他の成績との比較ほできない.しか

しSakamotoetal･ (1977)がGroup　のa, b,

cとして用いているファージ7と352, 44と1214,

F8とE79ではそれぞれ67%, 54%, 69%と高値で,

民らの方針を支持する結果であった.このほか44と

I 8では最高値u%, 44とE79ほ前記44と1214より

高い57%を示し, 1214とE79, M4とCllの間にも

かなりな相関があった･

結　　　　　語

緑膿菌塾別用ファージ12種とそれぞれの増殖用菌

株を用いて,菌株の溶原性と型別用ファージに対す

る感受性を試験し,後者の成績に基づきファージ抵

抗性変異株を分離,それらの型別用のファージに対

する感受性を試験して以下の結果を得た･

1)培養液液のブラック算定法により,増殖用菌

株12株のうち352, F8, M88, 119Xを除く8株に

溶原性を認めた･溶液としてみたファージの作用域

は6株と5株へが各1, 2株へ3, 1株のみへが3

であった･しかしその力価から,ファージ型別の実

際面ではまず影響がないものと推定した林

2)溶原ファージを異なった菌株で分離･増殖し

た場合,それぞれの宿主域こ差を認め,これらの溶

原ファージほ宿主依存性変異を起し易いものと考え

た.

3)型別用ファージは大多数のものが広い宿主域

を示した･そこで上記溶原性を認めなかった4株の

うち2株で型別用ファージを増殖する可能性に言及

ms㍍

4) 49種　410株のファージ抵抗性変異株の型別

用ファージに対する感受性域ま,極めて複雑であっ

たが以下の知見を得た･

5)菌株7, F8, M88, 119Xよりの13種81株

には親株が非感受性であったファージの一部への感

受性化がみられた･

6) 22種179株では各種のうちでほ均一な感受性

域を示し,うち10種87株でほ全ファージ抵抗性であ

った･各種のうち大多数の株が完全抵抗性となった

のほ6種58株中48株であった･

7)目的としたファージのみへの抵抗性を獲得し

たのは10種85株中61株であった･このうち6種52株

中44株はファージ21非感受性の親株由来のファージ

119X抵抗株であり,同ファージへの抵抗株がファ

ージ21へも抵抗性となった2種20株中19株と合せて,

ファージ119Xほ21を除く他のファージには異種の

ものと考えられた.

8)各種の対象2ファージに対する成績を多数株

の示した態度で判定, 2ファージ間の交差抵抗性出

■

I
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現度を比較し,常に交差抵抗性を示したファージ7

と352, 7とM4, 44とF8, 44とE79, 1214とM

4, E79とM4, M4とCllは近縁と考えた-

9) similarity indexを求めた結果, 7と352, 44

と1214, F 8とE79に高値を認め, Sakamotoetat.

(1977)の型別法を支持できた-　このほか44とF8,

44とE79, 1214とE79, M4とCllにも相関を認め

た･
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